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本文 

パクリタキセル（PTX）は 1997 年から使用されている抗がん剤で、現在でも多癌種に使用され

る薬剤の一つです。一方で、投与により筋肉痛・関節痛（副作用）を３－４割の患者さんに引き

起こします。この副作用は、通常の鎮痛薬が効きにくいということが臨床上大きな問題です。そ

こで、富山大学産科婦人科学講座では、以前よりその副作用を軽減できる薬剤を探索し、漢方薬

である芍薬甘草湯が最適な薬剤であると考えてきました。実際にこれまでの研究によって、PTX

を投与された卵巣がん患者を対象に、NSAIDs に芍薬甘草湯を併用服用することで筋肉痛・関節

痛が有意に軽減し、疼痛期間が半減することを報告しました（図１）。ただ、漢方薬を用いた治

験というものは当時行われておらず、これ以上の研究は行われませんでした。 

 

その後、2020 年から富山県が実施する「くすりのシリコンバレーTOYAMA」創造コンソーシア

ムの支援をいただき、20 年ぶりに芍薬甘草湯研究が医師主導治験として再始動いたしました。

その背景として、当科で行った産婦人科医を対象に“PTX による筋肉痛・関節痛への芍薬甘草湯

の予防投与のアンケート”において、同処方を行っている医師は３割程度という結果でした。低

い投与率の原因を考えた場合に、医師に対する EBM（根拠に基づく医療）が大きく影響している

と考えました。つまり、漢方薬の適応症は古典に記載されている“経験に基づく医療”が根拠で

あるため、EBM がない薬剤のため処方されないということです。その打開のため、漢方薬による

エビデンスを構築することが処方促進に繋がると考えました。そして、“くすりの富山”と“和

漢医薬学総合研究所を持つ富山大学”がタッグを組み、医師主導治験による科学的根拠を創出す

ることで、芍薬甘草湯に“PTX による”筋肉痛・関節痛という新しい適応を得ることを目的とし

ました。この治験は、富山大学附属病院臨床研究管理センター（戸邉一之センター長、寺元剛特



 

命教授）協力の下、複数科と共に行っております。この治験自体は芍薬甘草湯を用いた治験です

が、富山大学附属病院における漢方薬を用いた“始まりの治験”と捉えており、この治験結果を

通して医薬品の中での漢方薬の存在を高め、国内での使用を増やし、更には海外でも信頼される

薬剤となることを最終目標に研究を実施中です。本発表では、その解説を行う予定です。 
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